






子商取引には、企業間の取引である「B to B (Business to Business) 」、企業と消費者間の
取引である「B to C (Business to Consumer) 」、消費者間の取引である「C to C (Consumer 
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2003 年 5 月に京都で行われたバーチャルカンパニー研修会において、指導者 3 名がシス
テム体験をした後、基礎演習の時間を使って本格的に導入することになった。総合商社の





























































には、38 名が履修することになった2)。内訳は、1 年生 28 名、2 年生 5 名、3 年生 5 名で、
2 年生の人間文化コースの 2 名を除いては、すべて情報・経営コースの学生であった。 
2004 年度のグループ分けは、商品開発をしてみたい分野で行なってみた。その結果、1




で見つけさせること、もう 1 つはトレードフェアへ参加させることであった3）。 
そこで、早速、学生たちには商品開発をしたい分野の支援企業を探させることにした。
そのためには、自分たちの会社がどのような商品を開発したいか、というコンセプトをし










加するように」と指示したところ、6 社のうち 4 社が参加することとなった5)。参加表明を



































































商品開発スタート。6 月～7 月は、支援企業決定・商品の実現性を検討・HP 作成開始（電
子商取引演習Ⅰ）。9 月～10 月は、商品開発完成・HP 完成・トレードフェア準備・電子商
取引参加。11 月～12 月は、トレードフェア参加・電子商取引参加・業績発表会（電子商取
引演習Ⅱ）」となっている。 






シラバス授業の参加者 25 名を受講可能者としたが、最終的には、15 名が履修することに
なった。内訳は、1 年生 10 名、4 年生 5 名であり、4 年生の人間文化コースの 2 名を除い
て、今年もすべて情報・経営コースの学生であった。このメンバーでグループ分けを行な





























































































はい 96% 100% 100%
いいえ 4% 0% 0%
はい 65% 68% 76%
いいえ 35% 32% 24%
はい － 92% 95%
いいえ － 8% 5%
はい － 17% 76%





































持てた」が、2003 年度は 86％、2004 年度は 68％、2005 年度は 100％となっている13)。
2004 年度が低いが、トレードフェアに参加した会社だけであれば 86％、支援企業を得た会
社だけであれば 100％であった。つまり、トレードフェアへの参加と支援企業の関わりが満
足度に差をもたらしたと考えられる。その結果を反映した 2005 年度の改善は正解であった 
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表２ この授業で学べたと思う知識や技能（複数回答） 
2003年度 2004年度 2005年度

























地場産業の理解 2% 4% 19%
社会構造・産業構造の変化 6% 8% 24%  
ことがわかる。 
 「グループ作業が中心で生徒が主体になって進める授業は、大変だが自分にとって役立
つと思う」は、2003 年度は 95％、それ以降は 100％で、ハードながらもグループワークが
大事であると思っていることがわかる。また、「グループで活動するなかで自分が果たすべ

















































ジナル携帯電話の開発の『Be For You』がモバイルプラザ前橋店であった。 
5) ただし、各社全員ではなく、代表者 2～3 名であった。 
6) 『Love & Peace Piece』は、ゲーム（ハード）・オーディオ機器の開発を行った会社で
ある。4 社がトレードフェアへの準備を行い始めると、授業の運営上、残りの 2 社をど
うするかという問題がでてきた。そこで、その 2 社には、シャロン祭（大学祭）で成果
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を試してもらうこととしたが、結果としては失敗であった。 
7) トレードフェアの審査項目は、①ブース展示 ②製品・サービスアイデア ③営業活動 
④資料や景品などの配布物 ⑤会社 HP ⑥ビジネスプレゼンの６項目である。それぞ
れさらに３つの小項目に分かれており、該当すれば 1 点、該当しなければ 0 点、特によ
かった場合には 2 点もらえることになっている。 














共愛学園前橋国際大学「授業計画書」2004 年度～2005 年度版 
ぐんま経済新聞   「トレードフェアで最優秀賞 共愛学園前橋国際大学」（2005 年 11
月 17 日／26 日） 
上毛新聞      「前橋国際大学が最優秀賞 バーチャル・カンパニー全国大会 専門









“Virtual Company” as A Class Activity 
 
Masaaki KANEMOTO 
In our college, we have used “Virtual Company” as a teaching material from 2003. It 
is an educational program where a “Virtual Company” aims to train personnel through 
entrepreneurship dealing with real social problems and an understanding of industrial 
structures. 
In this paper, we look back on the progress in the class activities of three years from 
the very beginning, i.e. the introduction of Virtual Company to the class. We examine 
the questionnaire results for the three years and the prospects for future problems. 
